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1.　第１報お よび 第２報 におい て男子服装 の洋装化 に

つい て述 べてきたのであるか，こ れについ で女子の服 装

の洋装化 が，いつ のころ から，い かなる階層に現われは

じ め， またそれがどのような形 をもって着用される よう

になったかをたどろ うとするものである。

女 子の洋装は男 子の場合と異なり， 日常服として より

礼服 とし て採り上げられ， 宮中や 貴族の間に 着用さ れ

た。

一般 社会の婦人の間では，制服等特殊なもの以外にはほ

とんど普及されなか ったが，鹿鳴館時代 に上流 の婦人 の

間で豪奢な洋装をす る時代が一時期を限 って出現し た。

宮中におい ても次第 に西洋服装を採用 される よ う に な

り，後年にお よんでい る。これ によって婦人服業界 も一

時繁 昌し，高級 なも のを仕 立て るように な9 ， ミシ ンも

従来 より改良 され たものが輸入 され るようになって， 洋

服裁縫 の技術 も向上し てゆくようになった。

2.　各文献 および資料等 の調査 による。

3.　女子洋装 の推移を たどって，こ れが今 日の服装 に

い たる過程 の一部 を見る。


